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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データの内容を示す本体データ部と処理の開始位置を示す信号として該本体データ部の
先頭部分に付加されて被検体内導入装置の種類毎に異ならせた特性情報を持たせた付加部
とからなり前記被検体内導入装置から送信されるシリアルデータを受信する受信部と、
　受信した前記シリアルデータ中の前記本体データ部に対して所定の信号処理を行う信号
処理手段と、
　受信した前記シリアルデータ中の前記付加部の特性情報に基づいて前記被検体内導入装
置の種類を識別する識別手段と、
　該識別手段による識別結果に応じて前記信号処理手段による前記本体データ部に対する
信号処理の内容を選択する処理決定手段と、
　を備え、
　前記付加部は、プリアンブル信号用のプリアンブル部と同期信号用の同期信号部とから
なり、
　前記識別手段は、前記被検体内導入装置の種類毎に異なるビットパターンを有する前記
同期信号部に基づいて前記被検体内導入装置の種類を識別することを特徴とする受信装置
。
【請求項２】
　前記処理決定手段は、信号処理の内容を選択した場合において、他の信号処理の内容に
切り替わらないようにロックすることを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
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【請求項３】
　前記受信部は、被検体内導入装置としての第一のカプセル型内視鏡と、この第一のカプ
セル型内視鏡とは撮像フレームレートが異なる第二のカプセル型内視鏡と、から画像デー
タを含むシリアルデータを受信することが可能であり、
　前記処理決定手段は、前記第一のカプセル型内視鏡と前記第二のカプセル型内視鏡とに
よって異なるクロック周波数を出力することを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記被検体内導入装置の種類毎に異ならせたパターンの前記同期信号部をそれぞれ個別
に検出する複数の同期信号検出手段を備え、
　前記識別手段は、同期信号を検出した前記同期信号検出手段に応じて前記被検体内導入
装置の種類を識別することを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項５】
　前記本体データ部は、前記被検体内導入装置の種類毎に異ならせたＩＤ情報を持たせた
ＩＤ情報部を含み、
　前記識別手段は、同期信号を検出した前記同期信号検出手段並びに認識した前記ＩＤ情
報部のＩＤ情報に応じて前記被検体内導入装置の種類を識別することを特徴とする請求項
４に記載の受信装置。
【請求項６】
　データの内容を示す本体データ部と処理の開始位置を示す信号として該本体データ部の
先頭部分に付加されて被検体内導入装置の種類毎に異ならせた特性情報を持たせた付加部
とからなり前記被検体内導入装置から送信されるシリアルデータを受信する受信部と、
　受信した前記シリアルデータ中の前記本体データ部に対して所定の信号処理を行う信号
処理手段と、
　受信した前記シリアルデータ中の前記付加部の特性情報に基づいて前記被検体内導入装
置の種類を識別する識別手段と、
　該識別手段による識別結果に応じて前記信号処理手段による前記本体データ部に対する
信号処理の内容を選択する処理決定手段と、
　を備え、
　前記付加部は、プリアンブル信号用のプリアンブル部と同期信号用の同期信号部とから
なり、
　前記識別手段は、前記被検体内導入装置の種類毎に異なる周波数が割り当てられたプリ
アンブル信号に基づいて前記被検体内導入装置の種類を識別することを特徴とする受信装
置。
【請求項７】
　前記被検体内導入装置の種類毎に異なる周波数が割り当てられたプリアンブル信号をそ
れぞれ個別に検出するように、通過周波数帯域が異なる複数の帯域通過フィルタを備え、
　前記識別手段は、前記プリアンブル信号を通過させた前記帯域通過フィルタに応じて前
記被検体内導入装置の種類を識別することを特徴とする請求項６に記載の受信装置。
【請求項８】
　前記処理決定手段は、前記識別手段による識別結果に応じて、画像サイズ、フレームレ
ート、画像処理方式の少なくとも一つを選択することを特徴とする請求項１～７のいずれ
か一つに記載の受信装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば被検体内に導入され、被検体内情報を取得するカプセル型内視鏡など
の被検体内導入装置から送信される情報に対して所定の処理を行う受信装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、内視鏡の分野では、撮像機能と無線通信機能とが装備されたカプセル型内視鏡が
登場している。このカプセル型内視鏡は、観察（検査）のために被検体（人体）である被
検者の口から飲み込まれた後、被検者の生体から自然排出されるまでの観察期間、例えば
食道、胃、小腸などの臓器の内部（体腔内）をその蠕動運動に伴って移動し、撮像機能を
用いて順次撮像する構成を有する。
【０００３】
　また、これら臓器内を移動するこの観察期間、カプセル型内視鏡によって体腔内で撮像
された画像データは、順次無線通信などの無線通信機能により、被検体の外部に送信され
、外部の受信装置内に設けられたメモリに蓄積される。被検者がこの無線通信機能とメモ
リ機能を備えた受信装置を携帯することにより、被検者は、カプセル型内視鏡を飲み込ん
だ後、排出されるまでの観察期間であっても、不自由を被ることなく自由に行動が可能に
なる。観察後は、医者によって、受信装置のメモリに蓄積された画像データに基づいて、
体腔内の画像をディスプレイなどの表示手段に表示させて診断を行うことができる（例え
ば特許文献１参照）。このようなカプセル型内視鏡には、例えば食道用、小腸用などの撮
影部位に応じたカプセルがあり、該当する各臓器に至るとその撮影を行っている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１等に示される従来のカプセル型内視鏡システムでは、カプセ
ル型内視鏡からデータを受信する受信機は、例えば小腸用カプセル専用の受信機、のごと
く、特定種類のカプセル型内視鏡専用として構成されている。すなわち、一つの受信機で
は、画像サイズ、フレームレート、画像処理方式等の決まったものを対象としており、デ
ータ配列等の異なる複数種類のカプセル型内視鏡からの信号を受信することは考慮されて
いない。よって、一つの受信機を各種カプセル型内視鏡からの受信用に対応させることは
困難であった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、被検体内導入装置の種類を認識して、
被検体内導入装置からの受信信号に対する信号処理の内容を決定することで複数種類の被
検体内導入装置からのデータ受信処理が可能な受信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る受信装置は、データの内
容を示す本体データ部と処理の開始位置を示す信号として該本体データ部の先頭部分に付
加されて被検体内導入装置の種類毎に異ならせた特性情報を持たせた付加部とからなり前
記被検体内導入装置から送信されるシリアルデータを受信する受信部と、受信した前記シ
リアルデータ中の前記本体データ部に対して所定の信号処理を行う信号処理手段と、受信
した前記シリアルデータ中の前記付加部の特性情報に基づいて前記被検体内導入装置の種
類を識別する識別手段と、該識別手段による識別結果に応じて前記信号処理手段による前
記本体データ部に対する信号処理の内容を選択する処理決定手段と、を備えたことを特徴
とする。
【０００８】
　また、本発明に係る受信装置は、上記発明において、前記処理決定手段は、信号処理の
内容を選択した場合において、他の信号処理の内容に切り替わらないようにロックするこ
とを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る受信装置は、上記発明において、前記受信部は、被検体内導入装置
としての第一のカプセル型内視鏡と、この第一のカプセル型内視鏡とは撮像フレームレー
トが異なる第二のカプセル型内視鏡と、から画像データを含むシリアルデータを受信する
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ことが可能なものであり、前記処理決定手段は、前記第一のカプセル型内視鏡と前記第二
のカプセル型内視鏡とによって異なるクロック周波数を出力するようにするものであるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る受信装置によれば、データの内容を示す本体データ部と処理の開始位置を
示す信号として該本体データ部の先頭部分に付加されて被検体内導入装置の種類毎に異な
らせた特性情報を持たせた付加部とからなり被検体内導入装置から送信されるシリアルデ
ータを受信し、受信したシリアルデータ中の付加部の特性情報に基づいて被検体内導入装
置の種類を識別し、該識別結果に応じて信号処理手段によるシリアルデータ中の本体デー
タ部に対する信号処理の内容を決定するようにしたので、一台で種類の異なる被検体内導
入装置に適した受信信号の処理を行うことができ、複数種類の被検体内導入装置に対して
受信装置の共用化を図れるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、本発明に係る受信装置の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、
本発明は、これらの実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々の変更実施の形態が可能である。
【００１２】
（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態１に係る受信装置を含む被検体内導入システムの全体構成を示す
模式図である。図１に示すように、本実施の形態１に係る被検体内導入システムは、被検
体１の内部に導入されて通過経路に沿って移動するカプセル型内視鏡２と、カプセル型内
視鏡２から送信された、被検体内情報を含む無線信号を受信する受信装置３と、受信装置
３によって受信された無線信号に含まれる被検体内情報の内容を表示する表示装置４と、
受信装置３と表示装置４との間の情報の受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備え
る。
【００１３】
　表示装置４は、受信装置３によって受信された、カプセル型内視鏡２によって撮像され
た被検体内画像等を表示するためのものであり、携帯型記録媒体５によって得られるデー
タに基づいて画像表示を行うワークステーション等のような構成を有する。具体的には、
表示装置４は、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレイ等によって直接画像等を表示する
構成としても良いし、プリンタ等のように、他の媒体に画像等を出力する構成としても良
い。
【００１４】
　携帯型記録媒体５は、受信装置３および表示装置４に対して着脱可能であって、両者に
対する装着時に情報の出力および記録が可能な構造を有する。具体的には、携帯型記録媒
体５は、カプセル型内視鏡２が被検体１の体腔内を移動している間は受信装置３に装着さ
れて被検体内画像を記憶する。そして、カプセル型内視鏡２が被検体１から排出された後
に、受信装置３から取り出されて表示装置４に装着され、記録したデータが表示装置４に
よって読み出される構成を有する。受信装置３と表示装置４との間のデータの受け渡しを
コンパクトフラッシュ（登録商標）メモリ等の携帯型記録媒体５によって行うことで、受
信装置３と表示装置４との間が有線接続された場合と異なり、カプセル型内視鏡２が被検
体１内部を移動中であっても、被検体１が自由に行動することが可能となる。
【００１５】
　受信アンテナ６ａ～６ｈは、例えばループアンテナを用いて形成される。かかるループ
アンテナは、被検体１の体表面の所定の位置に固定された状態で使用され、受信アンテナ
６ａ～６ｈは、好ましくはループアンテナを被検体１の体表面に固定するための固定手段
を備える。
【００１６】
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　カプセル型内視鏡２は、被検体内導入装置の一例として機能するためのものであり、被
検体１内に導入されて被検体１に対して所定機能を実行する機能と、被検体１外部に配置
される受信装置３との間で無線通信するためのものである。具体的には、カプセル型内視
鏡２は、撮像機能を有するとともに、撮像したデータを受信装置３に対して無線送信する
機能を有する。
【００１７】
　ここで、カプセル型内視鏡２は、データの内容を示す本体データ部と処理の開始位置を
示す信号として該本体データ部の先頭部分に付加された付加部とからなるシリアルデータ
を無線信号として受信装置３に対して送信するもので、付加部は、プリアンブル信号用の
“プリアンブル部”と同期信号用の“同期信号部”とからなり、本実施の形態１では、“
同期信号部”がカプセル型内視鏡２の種類毎に異ならせた特性情報を有する。“プリアン
ブル部”は、受信装置３が受信を開始する際の受信安定期間を確保するためのものであり
、例えば１０１０１０…といった特定の周期のビットパターンで構成される。“同期信号
部”は、本体データ部のデータ受信の同期（フレーム同期）をとるためのものであり、処
理の開始位置を示す信号として本体データ部中のデータ列に現れることのないパターンの
信号部である。
【００１８】
　ところで、カプセル型内視鏡２としては、例えば小腸用、食道用などの撮影対象となる
適用部位に応じた種類がある。このようなカプセル型内視鏡２のうちの小腸用カプセル型
内視鏡は、例えば、撮影を行うフレームレートが２ｆｐｓ（２コマ／秒）で、カプセル型
内視鏡から撮影した画像データを送信する際には、撮影データに８Ｂ－１０Ｂ変調を行っ
て出力する。また、画像データとともにカプセルＩＤ、ホワイトバランス調整係数等のパ
ラメータを送信する。
【００１９】
　また、食道用カプセル型内視鏡は、適用部位におけるカプセルの移動速度が速いために
、例えば被写体を撮影するフレームレートが１８ｆｐｓ（１８コマ／秒）で、撮影した画
像データはカプセル型内視鏡内部でデータ圧縮処理及びエラー訂正符号付加処理を行った
後に送信する。
【００２０】
　図２は、このような種類の異なる２つのカプセル型内視鏡Ａ，Ｂから送信されるデータ
配列の例を示す説明図である。例えば、カプセルＡは小腸用カプセル型内視鏡であり、送
信データの本体データ部は、カプセルＩＤ、ホワイトバランス調整係数のパラメータと撮
影した画像データで構成される。ここで、本体データ部のデータには８Ｂ－１０Ｂ変調が
施されており、ビット１とビット０の出現確率が平均化されている。
【００２１】
　一方、カプセルＢは食道用カプセル型内視鏡である。前述したように、食道用カプセル
型内視鏡は移動速度が速いために被写体を撮影するフレームレートが例えば１８ｆｐｓ（
１８コマ／秒）と小腸用カプセル型内視鏡に比べて高速であることが必要とされるが、カ
プセルから受信装置３へデータを送信する無線信号の通信帯域幅は限られているため、撮
影データはカプセル型内視鏡内部でデータ圧縮して送信データ量を減らすことで高速化に
対応する。データ圧縮後の画像データには８Ｂ－１０Ｂ変調が施され、さらに無線信号に
よるデータエラーを訂正するためのエラー訂正符号も付加される。“画像データ”にはこ
れらエラー訂正符号も含まれる。このため、本体データ部は、圧縮された画像データが同
期信号部の直後に送信出力される信号形態となり、ＩＤ情報等（図示せず）は必要に応じ
て画像データの前後に付加される。
【００２２】
　このようにカプセルの種類の違いによって、送信データ中の本体データ部は、データ長
やデータ配列、及び格納されるデータの形式（例えば、圧縮されたデータか非圧縮データ
化、エラー訂正符号の有無）が全く異なるものである。
【００２３】
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　ここで、本実施の形態１では、“同期信号部”としてカプセルＡ用には“同期信号１”
、カプセルＢ用には“同期信号２”が割り当てられている。これらの“同期信号１”，“
同期信号２”はともに例えば４０ビットの信号であるが、カプセルＡ，Ｂの種類の違いに
応じて異なるビットパターンが設定されている。
【００２４】
　次に、受信装置３について説明する。受信装置３は、カプセル型内視鏡２から送信され
た無線信号（シリアルデータ）を受信し、無線信号に含まれる被検体内画像に関するデー
タを再構成したり、記録するためのものである。
【００２５】
　図３は、受信装置３の構成を示す模式的なブロック図である。図３に示すように、受信
装置３は、複数存在する受信アンテナ６ａ～６ｈの中から無線信号の受信に適したものを
選択するアンテナ選択部１１と、アンテナ選択部１１によって選択された受信アンテナ６
を介して受信された無線信号に対して、ＲＦ信号からベースバンド信号への復調等の処理
を行いシリアルデータとして後段に出力する受信部１２と、受信部１２から出力された受
信強度信号を所定のデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換部１３とを備える。また、受信装
置３は、受信部１２から出力されるシリアルデータに対して所定の信号処理を行う信号処
理部１４と、信号処理部１４によって信号処理された画像データ等を記憶する携帯型記録
媒体５とを備える。さらに、本実施の形態１における受信装置３は、受信部１２から出力
されるシリアルデータ中の“同期信号部”に対して“同期信号１”のパターンを検出する
ための同期信号１検出部１５ａと、“同期信号２”のパターンを検出するための同期信号
２検出部１５ｂとを並列に備え、これらの同期信号１検出部１５ａ、同期信号２検出部１
５ｂの検出出力に基づきカプセル型内視鏡２の種類を識別して信号処理部１４の信号処理
の内容を切換えるための制御部１６を備える。
【００２６】
　アンテナ選択部１１は、複数の受信アンテナ６ａ～６ｈの中から最も受信に適したもの
を選択し、選択した受信アンテナを介して受信された無線信号を受信部１２に対して出力
するためのものである。具体的には、アンテナ選択部１１は、例えばあらかじめ受信アン
テナ６ａ～６ｈのそれぞれを順次切り替えて無線信号を受信し、受信した無線信号を受信
部１２に出力する。受信部１２は、ＲＳＳＩ(Received Signal Strength Indicator：受
信信号強度表示信号)のアナログ信号をＡ／Ｄ変換部１３に対して出力する機能を有し、
Ａ／Ｄ変換部１３は、受信部１２から入力されたアナログ信号をデジタル信号に変換して
アンテナ選択部１１に対して出力する。そして、アンテナ選択部１１は、Ａ／Ｄ変換部１
３から入力されたＲＳＳＩデジタル信号の強度が最も高くなる受信アンテナを選択し、選
択した受信アンテナを介して受信された無線信号の受信を受信部１２に対して出力する。
【００２７】
　信号処理部１４は、例えば復調部１７と画像処理部１８とを備える。復調部１７は、受
信部１２から出力されるシリアルデータ中の本体データ部に対して、シリアル／パラレル
変換、８Ｂ－１０Ｂ変換（“１”と“０”との出現確率を均一化させるための変調処理）
等の復調処理を行うためのものである。画像処理部１８は、復調されたパラレルデータに
対して、必要に応じて画素補間、γ補正、ＪＰＥＧ圧縮処理等の各種画像処理を行い、携
帯型記録媒体５に記録するためのデータを生成する。また、図示しないが、ＬＣＤなどの
表示装置にリアルタイム画像を表示するための画像信号の生成も行う。
【００２８】
　また、制御部１６は、識別部１９と処理決定部２０とを備える。識別部１９は、同期信
号１検出部１５ａ、同期信号２検出部１５ｂの検出出力に基づきカプセル型内視鏡２の種
類を識別する。すなわち、受信部１２が受信したシリアルデータ中の“同期信号部”とし
て同期信号１検出部１５ａが“同期信号１”のパターンを検出した場合にはカプセル型内
視鏡２がカプセルＡであると識別し、同期信号２検出部１５ｂが“同期信号２”のパター
ンを検出した場合にはカプセル型内視鏡２がカプセルＢであると識別する。
【００２９】
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　処理決定部２０は、識別部１９による識別結果（カプセル型内視鏡２の種類）に応じて
本体データ部に対する信号処理部１４における信号処理の内容を選択するように制御する
。例えば、識別部１９によりカプセル型内視鏡２がカプセルＡの種類、すなわち小腸用カ
プセル型内視鏡であると識別された場合であれば、受信したシリアルデータが図２中のカ
プセルＡ用のデータ形式によるデータ配列であると認識して、受信したデータの所定の位
置から、ＩＤ情報、ホワイトバランス係数データ等を読み込むとともに、画像処理部１８
において画像を再構成するための画素補間処理や画像圧縮処理及びリアルタイム観察のた
めの画像信号の生成を行う。また、信号処理部１４中に含まれるクロック生成回路（図示
せず）の出力クロックの周波数を変更させてフレームレート２ｆｐｓの画像処理に充分な
処理能力が得られる動作周波数、例えば１６ＭＨｚで画像処理部１８を動作させるように
制御する。さらに、処理決定部２０は、識別部１９による識別結果に応じて信号処理の内
容を選択すると、それ以降は、異なる種別のカプセル、例えばカプセルＢからの信号を受
信しても処理内容の変更を行わないように制御する。
【００３０】
　一方、識別部１９によりカプセル型内視鏡２がカプセルＢの種類、すなわち食道用カプ
セル型内視鏡であると識別された場合であれば、受信したシリアルデータが図２中のカプ
セルＢ用のデータ形式によるデータ配列であると認識し、同期信号直後に配置された画像
データに対してエラー訂正処理及び圧縮データの伸張処理を行い画像データを再構成しリ
アルタイム観察のための画像生成を行う。受信される画像データは、圧縮されたデータで
あるため、再圧縮は行わずに携帯型記録媒体５に伸張処理前の圧縮データを記録する。
【００３１】
　また、このとき、信号処理部１４中に含まれるクロック生成回路（図示せず）の出力ク
ロックの周波数を変更させてフレームレート１８ｆｐｓの画像処理に十分な処理能力が得
られる動作周波数、例えば６４ＭＨｚで画像処理部１８を動作させるように制御する。さ
らに、処理決定部２０は、識別部１９による識別結果に応じて信号処理の内容を選択する
と、それ以降は、異なる種別のカプセル、例えばカプセルＡからの信号を受信しても処理
内容の変更を行わないように制御する。
【００３２】
　このように、本実施の形態１では、カプセル型内視鏡２の種類毎にパターンを異ならせ
た“同期信号部”の識別によりカプセル型内視鏡２の種類を識別し、この識別結果に応じ
て信号処理部１４における本体データ部に対する信号処理の内容を選択するので、カプセ
ル型内視鏡２の種類の違いによりデータ配列等が違っても１台の受信装置３で該カプセル
型内視鏡２からのシリアルデータを受信してその種類に適した画像処理を行うことができ
る。
【００３３】
　さらに、処理決定部２０は、一度処理内容を決定した後は、異なる種類のカプセルから
の信号を受信しても信号処理の内容を固定（ロック）し変更しないように制御するので、
受信途中で異なる種別のカプセルからの信号を誤って受信することを防止できる。
【００３４】
　なお、上述の実施の形態では、処理決定部２０は、一度処理内容をロックすると、それ
以降処理内容の変更を行わないが、ロック後にロックしたカプセル以外の種類のカプセル
からの信号を所定期間以上連続して受信した場合には当該カプセルに応じた処理内容に再
ロックし直すように制御してもよい。この場合、万が一、誤ったカプセル種類に応じたロ
ックがかかっても適切な処理内容を再選択することができる。
【００３５】
（変形例）
　実施の形態１では、“同期信号部”のパターンをカプセル型内視鏡２の種類毎に異なら
せるようにしたが、本体データ部中に含まれる“ＩＤ情報部”にもカプセル型内視鏡２の
種類に関する情報を含ませるようにしてもよい。本変形例では、例えば“同期信号部”に
よるカプセル型内視鏡２の種類分けは画像データの圧縮／非圧縮（データ符号化方式）の
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種類分けのみとし、非圧縮の場合の詳細な種類分けを“ＩＤ情報部”のＩＤ情報により行
わせるようにしたものである。
【００３６】
　図４は、本変形例に適用される３種類のカプセルＡ１，Ａ２，Ｂのシリアルデータの構
成例を示す説明図である。カプセルＡ１，Ａ２は、前述のカプセルＡに準ずるものであり
、同じパターンの“同期信号１”（非圧縮なる種類を示す）を使用しているが、本体デー
タ部中の“ＩＤ情報部”がそれぞれ“ＩＤ１”“ＩＤ２”として、より詳細な種別情報が
含まれている。これらの“ＩＤ１”“ＩＤ２”には、画像サイズの違い、カプセル型内視
鏡２中のＣＣＤの特性の違いに応じた圧縮率の変更、画素補間の方式、欠陥画素の補正方
式、カプセル光学系特性の違いに応じた補正等の詳細な種別情報を含ませることができる
。
【００３７】
　図５は、本変形例に適用される受信装置３の構成を示す模式的なブロック図である。図
５に示す受信装置３では、同期信号１検出部１５ａにより“同期信号１”のパターンが検
出された場合に、その同期タイミングに従って、本体データ部中の先頭に位置する“ＩＤ
情報部”の内容を解釈するＩＤ情報認識部２１が付加され、識別部１９は、同期信号１検
出部１５ａおよびＩＤ情報認識部２１の検出、認識結果に基づき、カプセルＡ１であるか
カプセルＡ２であるかを識別するように構成されている。同期信号２検出部１５ｂの検出
結果による場合は、カプセルＢであると識別する。
【００３８】
　このように、ＩＤ情報部を併用することで、カプセルＡ，Ｂのように基本的なデータ構
成は同じであっても、カプセル特性の違いに応じて細かく信号処理の内容を変えることが
できる。例えば、帯域制限があるため、フレームレートを落として画像サイズを大きくし
たい場合であれば、“ＩＤ１”または“ＩＤ２”のＩＤ情報部中に画像サイズを選択させ
るための情報を付加しておくことで、受信装置３において処理する画像サイズを変更させ
ることも可能である。
【００３９】
（実施の形態２）
　実施の形態１では、“同期信号部”のパターンをカプセル型内視鏡２の種類毎に異なら
せるようにしたが、シリアルデータの付加部中に含まれる“プリアンブル部”の特性情報
をカプセル型内視鏡２の種類毎に異ならせるようにしてもよい。本実施の形態２では、“
プリアンブル部”に含まれるプリアンブル信号（アイドリングパルス）の周波数をカプセ
ル型内視鏡２の種類に応じて異ならせるようにしたものである。
【００４０】
　図６は、異なる種類のカプセルａ，ｂのシリアルデータの構成例およびプリアンブル信
号例を示す説明図である。本実施の形態２では、“プリアンブル部”としてカプセルａ用
には周波数ｆ１の“プリアンブル信号１”、カプセルｂ用には周波数ｆ２の“プリアンブ
ル信号２”が割り当てられており、ここでは、例えば２×ｆ１＝ｆ２とされている。
【００４１】
　図７は、本実施の形態２の受信装置３の構成を示す模式的なブロック図である。図３に
示した部分と同一部分は同一符号を用いて示し、説明を省略する。本実施の形態２におけ
る受信装置３は、受信部１２から出力されるシリアルデータ中の“プリアンブル部”に対
して周波数ｆ１の“プリアンブル信号１”を通過させるように通過周波数帯域が設定され
た帯域通過フィルタ（ＢＰＦ１）３１ａと、周波数ｆ２の“プリアンブル信号２”を通過
させるように通過周波数帯域が設定された帯域通過フィルタ（ＢＰＦ２）３１ｂと、を並
列に備え、これらの帯域通過フィルタ３１ａ，３１ｂの出力に基づきカプセル型内視鏡２
の種類を識別して信号処理部１４の信号処理の内容を切換えるための制御部３２を備える
。また、本実施の形態２では、シリアルデータ中の付加部における“同期信号部”の同期
をとるための同期検出部１５は、信号処理部１４中に含まれ、信号処理部１４における信
号処理において本体データ部のフレーム同期をとるために用いられる。
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【００４２】
　また、制御部３２は、実施の形態１の場合と同様に、識別部３３と処理決定部３４とを
備える。識別部３３は、帯域通過フィルタ３１ａ，３１ｂの出力に基づきカプセル型内視
鏡２の種類を識別する。すなわち、帯域通過フィルタ３１ａの出力が所定の閾値を超えた
場合にはカプセル型内視鏡２がカプセルａであると識別し、帯域通過フィルタ３１ｂの出
力が所定の閾値を超えた場合にはカプセル型内視鏡２がカプセルｂであると識別する。
【００４３】
　処理決定部３４は、識別部３３による識別結果（カプセル型内視鏡２の種類）に応じて
本体データ部に対する信号処理部１４における信号処理の内容を選択するように制御する
。この信号処理の内容の選択は、実施の形態１の場合と同様である。
【００４４】
　このように、本実施の形態２では、カプセル型内視鏡２の種類毎に周波数を異ならせた
“プリアンブル部”の識別によりカプセル型内視鏡２の種類を識別し、この識別結果に応
じて信号処理部１４における本体データ部に対する信号処理の内容を選択するので、カプ
セル型内視鏡２の種類の違いによりデータ配列等が違っても１台の受信装置３で該カプセ
ル型内視鏡２からのシリアルデータを受信してその種類に適した画像処理を行うことがで
きる。
【００４５】
（付記１）データの内容を示す本体データ部と処理の開始位置を示す信号として該本体デ
ータ部の先頭部分に付加されて被検体内導入装置の種類毎に異ならせた特性情報を持たせ
た付加部とからなり前記被検体内導入装置から送信されるシリアルデータを受信する受信
部と、
　受信した前記シリアルデータ中の前記本体データ部に対して所定の信号処理を行う信号
処理手段と、
　受信した前記シリアルデータ中の前記付加部の特性情報に基づいて前記被検体内導入装
置の種類を識別する識別手段と、
　該識別手段による識別結果に応じて前記信号処理手段による前記本体データ部に対する
信号処理の内容を選択する処理決定手段と、
　を備えたことを特徴とする受信装置。
【００４６】
（付記２）前記処理決定手段は、信号処理の内容を選択した場合において、他の信号処理
の内容に切り替わらないようにロックすることを特徴とする付記１に記載の受信装置。
【００４７】
（付記３）前記受信部は、被検体内導入装置としての第一のカプセル型内視鏡と、この第
一のカプセル型内視鏡とは撮像フレームレートが異なる第二のカプセル型内視鏡と、から
画像データを含むシリアルデータを受信することが可能なものであり、
　前記処理決定手段は、前記第一のカプセル型内視鏡と前記第二のカプセル型内視鏡とに
よって異なるクロック周波数を出力するようにするものであることを特徴とする付記１に
記載の受信装置。
【００４８】
（付記４）前記付加部は、プリアンブル信号用のプリアンブル部と同期信号用の同期信号
部とからなり、
　前記識別手段は、前記被検体内導入装置の種類毎にパターンを異ならせた特性情報を持
たせた同期信号部に基づいて前記被検体内導入装置の種類を識別することを特徴とする付
記１に記載の受信装置。
【００４９】
（付記５）前記被検体内導入装置の種類毎に異ならせたパターンの前記同期信号部をそれ
ぞれ個別に検出する複数の同期検出部を備え、
　前記識別手段は、同期信号を検出した前記同期検出部に応じて前記被検体内導入装置の
種類を識別することを特徴とする付記４に記載の受信装置。
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（付記６）前記本体データ部は、前記被検体内導入装置の種類毎に異ならせたＩＤ情報を
持たせたＩＤ情報部を含み、
　前記識別手段は、同期信号を検出した前記同期検出部並びに認識した前記ＩＤ情報部の
ＩＤ情報に応じて前記被検体内導入装置の種類を識別することを特徴とする付記５に記載
の受信装置。
【００５１】
（付記７）前記付加部は、プリアンブル信号用のプリアンブル部と同期信号用の同期信号
部とからなり、
　前記識別手段は、前記被検体内導入装置の種類毎にプリアンブル信号の周波数を異なら
せた特性情報を持たせた前記プリアンブル部に基づいて前記被検体内導入装置の種類を識
別することを特徴とする付記４に記載の受信装置。
【００５２】
（付記８）前記被検体内導入装置の種類毎に異ならせた周波数のプリアンブル信号をそれ
ぞれ個別に検出するように通過周波数帯域を異ならせた複数の帯域通過フィルタを備え、
　前記識別手段は、通過する周波数のプリアンブル信号の前記プリアンブル部を検出した
前記帯域通過フィルタに応じて前記被検体内導入装置の種類を識別することを特徴とする
付記７に記載の受信装置。
【００５３】
（付記９）前記処理切換手段は、前記識別手段による識別結果に応じて、信号処理の内容
として、画像サイズ、フレームレート、画像処理方式の少なくとも一つを切換えるように
したことを特徴とする付記１～８のいずれか一つに記載の受信装置。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】実施の形態１に係る受信装置を含む被検体内導入システムの全体構成を示す模式
図である。
【図２】２種類のカプセルＡ，Ｂのシリアルデータの構成例を示す説明図である。
【図３】受信装置の構成を示す模式的なブロック図である。
【図４】変形例に適用される３種類のカプセルＡ１，Ａ２，Ｂのシリアルデータの構成例
を示す説明図である。
【図５】変形例に適用される受信装置の構成を示す模式的なブロック図である。
【図６】異なる種類のカプセルａ，ｂのシリアルデータの構成例およびプリアンブル信号
例を示す説明図である。
【図７】実施の形態２の受信装置の構成を示す模式的なブロック図である。
【符号の説明】
【００５５】
　２　カプセル型内視鏡
　３　受信装置
１２　受信部
１４　信号処理部
１５ａ　同期信号１検出部
１５ｂ　同期信号２検出部
１９　識別部
２０　処理決定部
３１ａ，３１ｂ　帯域通過フィルタ
３３　識別部
３４　処理決定部
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摘要(译)

甲识别被检体内导入装置的类型，通过选择信号处理的内容为接收到的
信号，以使从多个类型的被检体内导入装置的数据接收处理。 显示数据
内容的身体部位数据部分和添加了身体数据部分的头部并且具有针对每
种类型的身体引入装置不同的特征信息的添加部分，接收由接收器12，
由识别单元19基于接收到的特性信息中的串行数据添加单元被检体内导
入装置的种类识别从插管发送的串行数据，根据该识别结果处理判断部
20 Te为通过选择信号处理的内容为在由信号处理单元14中的串行数据中
的主要数据部分，进行适合于由单个不同类型的被检体内导入装置的接
收信号的处理我让它成为可能。 点域
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